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＜連絡事項＞

· 本日中に自分の担当メンバーの転倒・転落シートの打ち込み、貧血・てんかんの薬の服用をしているメンバーのチェックを行う事。

· スタッフ休憩所にある弥生カップの企画書に、各自目を通しておくこと。

· 3/23・24　17：30～18：30　院内研修あり。3F会議室で実施する為、参加すること。

＜利用者様情報＞

· 富田　紀子　様～昨日、今後の日中の活動場所について関係機関・本人・ご家族で会議実施。来週

からデイケアを週5日利用。隔週木曜日は訪問看護を利用している為、訪問看護利用日はデイケア欠席。青明舎では、人形作りを行っている為、デイケアで継続して人形作りを行う事を希望。作成する時間や場所については、後日本人と話し合いをして決める。

· 大久保　恒夫様～昨日妻（大久保律子）様宅を訪問し、父様と話し合いを行い、泊まってきたとの

事。内容について話す事は無いが、表情・口調共に穏やかで、積極的に自ら他者に話し掛け交流をもたれている。

· 田名部　浩平様～出欠の確認のために本人宅へ電話連絡行っている。母様が対応し、「朝から本人

の姿が見えない」と話しており、母様も所在確認が出来ていない状況との事。

本人が来所した際には対応して欲しいと話している。

· 五日市　公　様～昨日、デイナイトケアからの帰宅前にスタッフを指名して、他メンバーに対して

の被害的な発言聞かれている。又、自分の名前を呼ばれる事に対して過敏な反応見られている。

⇒今後も他メンバーとの関わりを観察し、必要に応じて介入。トラブルに発展する事の無いようにしていく。

＜SST報告＞

デイケア

～月曜日～

○テーマ：自宅に帰った際、凶器を持っている強盗が居た時の対応（田名部一樹様　提供）

· 参加者から、“立ち向かう”“逃げる”“近所に助けを求める”という意見が挙がっている。

· 逃げ方については、“声を挙げて逃げたほうがいい”との意見あり、その際のセリフについての意見も挙がっている。

· 他に、犯人の特徴としてどんな物を覚えておいたほうが良いか、警察にはどんな事を質問されるか等の意見交換がされている。

· ロールプレイを実施し、①犯人　②当事者　③近所の住人　④自宅にいる家族　という設定を行って実施。

· 参加者からは、「やってみてよかった」「実際に、対応についてイメージできた」との感想が聞かれている。

～水曜日～

○テーマ：買い物時、レジの会計ミスでおつりが不足した場合。または、値段の打ち間違いがあった時の対応（横町浩様　提供）

· 参加者からは、“そのままにする”“間違いについて確認する”“金額によって対応を変える”等の意見が挙がっている。

· 実際に、間違いがあった時の声の掛け方を決めて、ロールプレイを実施。松川様が、実施中オドオドしてしまい、セリフを忘れてしまう事があった。

· テーマの内容については、実際に間違いがあった際に確認をしてみるよう、宿題として提示している。

※ロールプレイを実施する前に、セリフや場面設定について、視覚的に確認できるようホワイトボードを使用する。その事で、参加者の安心へと繋がる。

デイナイトケア

～１グループ～

○テーマ：入浴時に、隣で洗っている方にお湯をかけられた時（佐藤ミツ子様　提供）

· 実際の場面では、「お湯がかかったよ」と言ったけど、気がついてもらえなかった。

· 参加者からは、“もっと離れて”“気をつけて”等と声をかけると意見あり。

· ロールプレイを実施。セリフを“お湯がかかったので気をつけて下さい”と決め、ホワイトボードに書いていたが、実際にロールプレイをした際に、「お湯かかったよ」と発言している。

（ロールプレイ実施者：佐藤ミツ子様）

· 次回、入浴時に同じような場面があった際には、相手に指摘するよう宿題としている。

～2グループ～

○テーマ：全員とコミュニケーションを取れるようになりたいが、合う人と合わない人がいる

（大久保康弘様　提供）

· 参加者からは、“挨拶程度の関わりをする”“世間話をする”“嫌な人でも良い所があるので相手を敬う”との意見あり。

· 今野様から“人を睨む人がいる”との発言があった際に、五日市様が“私のことです”と話しており、その後SST内で言い合いに発展している。

· スタッフが介入しているが、両者収まる事は無く、他メンバーが話題を変えた為、そのままSST修了している。

⇒このような場合には、どのように対応したらよいのか？

　・普段からトラブルとなっている方同士を、同じグループにしない。

　・本人同士へ、どのような言い方であれば受け入れる事が出来るかを、SSTの場を使って確認する。

※普段からトラブルとなりやすい方に対しては、スタッフが個別でのフォローを行う。

＜行事打ち合わせ＞

· 当日の動きについて確認。

· 使用物品の中には、作成しなくてはいけないものもある為、担当を決めて作成する。

・“玉攻撃”に使用する、6色の玉作成　～上野

・表彰に使用する賞状の作成　～中居










